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○起点側(～STA.692+00)　STEP1　第1回夜間通行止

切削等改良

車線運用方向

規制材② 仮設防護柵

【施工概要】

・上り線側（STA.689+00～）の路肩折れの修正及び注意喚起溝工の消去を行う。復旧する仮路面標示は現況運

用の位置とする。

規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材④ 仮設防護柵（土工事引継）
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❸土工仮設Gr存置区間

❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

3500 3500
500
1000

1000

500
3500 3500

7000 3000 7000

21750

5001250

3000 17501000

1250

1750

1250 500

1000 1750 3000

1250

1750

STA.691+00

500
1750 3500

仮設Gr 下り 上り

3500

1250
500

3500 3500
500
1000

500
3500 3500

500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750 750

20500

STA.689+60

3500750
500

ラバーコーン

施工帯

下り

3500
上り

1250
500

3500 3500
500
1000

1000

500
3500 3500

500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750 750

20500

STA.688+40

3500750
500500

ラバーコーン

施工帯

上り

3500

下り

施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

すりつけ部起点側　施工ステップ図STEP2

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP2

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例

○起点側(～STA.692+00)　STEP2 第2回夜間通行止(1～4日目)

【施工概要】

Ⅰ期線側

・STEP3開始前までに外々運用前で使用する仮設Grが設置可能な範囲(STA.690+20～)に仮設防護柵を設置する。

・すりつけ区間の仮設Grをラバーコーンに置換え、路肩幅員をW=1750からW=750に変更し、現況の運用に影響の

ない範囲で施工を行う。

切削等改良

車線運用方向

規制材② 仮設防護柵
規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材④ 仮設防護柵（土工事引継）
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500

3500 3500
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1000

1000

500
3500 3500

500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750 750

20500

STA.688+40

750
1750

3500 750

路面標示工

仮路面標示工

750

35001000
500

ラバーコーン

施工帯

ラバーコーン

1250
500

3500 3500
500
1000

500
3500 3500

500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750 750

20500

STA.689+60

750
1750

3500 750

路面標示工

仮路面標示工

750
35001000

500

ラバーコーン

ラバーコーン

3500 3500
500
1000

1000

500
3500 3500

7000 3000 7000

21750

5001250

3000 17501000

1250

1750

1250 500

1000 1750 3000

1250

1750

STA.691+00

750
1750

3500 750
500

仮設Gr

750

35001000

仮路面標示工

ラバーコーン
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4車線から2車線へのすり付け　L=500m

STA.686+20～691+20　

ST
A.

6
9
1+
0
0

❸土工仮設Gr存置区間

❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

すりつけ部起点側　施工ステップ図STEP2

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP2

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例

○起点側(～STA.692+00)　STEP2 第2回夜間通行止(5日目)

【施工概要】

Ⅱ期線側

・既設の路面と計画高さに差があるため、施工した場合に現況運用に影響のある範囲(STA.688+00～STA.689+20)

の舗装を行う。

・STEP3の外々運用の幅員を確保できるように舗装を行う。

・STA.686+20～STA.688+00の区間の路面標示および注意喚起溝を消去するために舗装を行う。

・外々運用の規制材設置を行う。

　※仮設Gr存置区間(STA.690+20～)は仮設Gr設置済みのため設置作業無し。

　　テーパー部+並行部(STA.686+20～STA.687+20)は仮設Grを設置する。

　　その他の区間はラバーコーンを設置する。

Ⅰ期線側

・仮路面標示を消去し、シフト位置に再設置する。

・外々運用の規制材としてラバーコーンを設置する。

切削等改良

車線運用方向

規制材② 仮設防護柵ピン
規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材④ 仮設防護柵（土工事引継）
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❸土工仮設Gr存置区間

❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

1250
500

3500 3500
500
1000

1000

500
3500 3500

500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750 750

20500

STA.688+40

路面標示工 舗装施工時はラバーコーンに置換え

施工帯

500
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750仮設Gr

7503500
1750

750
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3500 3500
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1000
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3500 3500

7000 3000 7000

21750

5001250

3000 17501000

1250

1750

1250 500

1000 1750 3000

1250

1750

STA.691+00

舗装施工時はラバーコーンに置換え

施工帯

路面標示工

1000 3500
750

仮設Gr
500

7503500
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500
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7501750 7000 3000 7000 1750 750

20500

STA.689+60

施工帯

路面標示工 舗装施工時はラバーコーンに置換え

500
1000 3500

750仮設Gr
路面標示工

7503500
1750

750
1750

施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

すりつけ部起点側　施工ステップ図STEP3

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP3

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例

○起点側(～STA.692+00)　STEP3

【施工概要】

・中分側の施工を行う。

Ⅱ期線側は完成4車線化に必要な施工を行い、Ⅰ期線側は既設ワイヤーロープの撤去および舗装を行う。

　※仮設Gr下面が未施工の区間については、舗装施工時に仮設Grをラバーコーンに置換え、

　　舗装完了後に仮設Grを再設置する。

切削等改良

車線運用方向

規制材② 仮設防護柵
規制材③ 車両衝突緩衝材
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❸土工仮設Gr存置区間

❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

1250
500

3500 3500
500
1000

500
3500 3500

500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750 750

20500

STA.689+60

3500
1750

500
500

ラバーコーン移設

500
3500 750750

1750

路面標示工
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7000 3000 7000

21750

5001250

3000 17501000
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1000 1750 3000
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500

路面標示工
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7501750 7000 3000 7000 1750 750
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STA.688+40

3500
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ラバーコーン移設

750
750

1750
3500 500

路面標示工

施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

すりつけ部起点側　施工ステップ図STEP4

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP4

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例

○起点側(～STA.692+00)　STEP4 第3回夜間通行止

【施工概要】

Ⅱ期線側

・通行止め前にテーパー部付近(STA.686+20～STA.687+20)を除く範囲の仮設Grをラバーコーンに置換え、通行

止め時にラバーコーンを撤去して開放し、2車線運用を開始する。

・ゼブラ帯および矢印など路面標示を消去する。

Ⅰ期線側

・通行止め前に仮設Grをラバーコーンに置換え、夜間通行止め時に内運用に切り替える。

・中央破線部の仮路面標示を破線に書き換える。

切削等改良

車線運用方向

規制材② 仮設防護柵
規制材③ 車両衝突緩衝材
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➊中分が完成4車線化している区間
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3500 500
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施工帯

路面標示工

TA修正

下り
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750
上り

仮設Gr

下り

3500

施工時はラバーコーン規制
非常駐車帯工
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21750
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STA.691+00
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1750

施工帯

路面標示工
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施工範囲はラバーコーン規制
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7501750 7000 3000 7000 1750 750
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路面標示工
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施工範囲はラバーコーン規制
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仮設Gr

3500

下り

施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

すりつけ部起点側　施工ステップ図STEP5

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP5

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例

○起点側(～STA.692+00)　STEP5

【施工概要】

Ⅰ期線側

・走行車線側の施工を行い、TAの修正、非常駐車帯拡幅を行う。
・STEP4で設置したラバーコーンを順次仮設Grに置換え、施工範囲毎に仮設Grをラバーコーンに置換えて施
工を行う。

切削等改良

車線運用方向

規制材② 仮設防護柵
規制材③ 車両衝突緩衝材
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❸土工仮設Gr存置区間

❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

STA.731+60
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1250
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7000 3000 7000 1750
750

20500

現況

3500
1750

500

現況

35004659 3000

35003500
1750

500

上り下り

4659

路面標示工
仮設Gr

STA.730+60
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7501750 7000 3000 7000 1750
750

20500

現況

3500
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35003500
1750

500

上り下り

路面標示工

仮設Gr

STA.729+40
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35003500
1750

500

上り下り

路面標示工

仮設Gr

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例
施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

切削等改良

車線運用方向

すりつけ部終点側　施工ステップ図STEP0
○終点側(STA.729+00～)　STEP0　 すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP0

規制材② 仮設防護柵

【施工概要】

・土工から引き渡される時は、現況運用で路肩W=1750を確保した位置に仮設防護柵が設置されている。この

状態のままⅡ期線側施工可能範囲を施工する。

規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材④ 仮設防護柵（土工事引継）
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❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

STA.731+60
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750
1750

7000 3000 7000 1750
750
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施工帯

仮設Gr
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1750

NO.729+39.9540

750

750500 3500 3500 5001250

1250 7000 1750 750

10000

仮設Gr

施工帯

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計
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面 

図
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断 

図

施
工
概
要
等

凡 例
施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

切削等改良

車線運用方向

すりつけ部終点側　施工ステップ図STEP1
○終点側(STA.729+00～)　STEP1　第1回夜間通行止 すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP1

【施工概要】

・上り線側（～STA.734+00）は路肩折れの修正及び注意喚起溝工の消去を行う。復旧する仮路面標示は現況運

用の位置とする。

規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材② 仮設防護柵

規制材④ 仮設防護柵（土工事引継）
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4車線から2車線へのすり付け　L=500m

STA.729+00～734+00

S
T
A
.
7
30
+6
0

S
T
A
.
7
31
+6
0

S T
A
. 7
29
+ 4
0

❸土工仮設Gr存置区間

❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

STA.731+60

1250
500

3500 3500 500
1000

1000
500

3500 3500 500
1250

750
1750

7000 3000 7000 1750
750

20500

500
750

3500

施工帯

ラバーコーン
3500

施工帯

STA.730+60

1250
500

3500 3500 500
1000

1000
500

3500 3500
500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750
750

20500

500
750

3500

路面標示工

ラバーコーン
3500

STA.729+40

3500 3500 500
750

3000 7000 1250750

11250

1250
500

17501000

1250

1750

NO.729+39.9540

750

750500 3500 3500 5001250

1250 7000 1750 750

10000

3500

仮設Gr

3500500
750

切削等改良

車線運用方向

すりつけ部終点側　施工ステップ図STEP2 すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP2○終点側(STA.729+00～)　STEP2 第2回夜間通行止(1～4日目)

【施工概要】

Ⅰ期線側

・STEP3前までに外々運用で使用する仮設防護柵が設置可能な範囲(～STA.730+00)に仮設防護柵を設置する。

・すりつけ区間の仮設Grをラバーコーンに置換え、路肩幅員をW=1750からW=750に変更し、現況の運用に影響

のない範囲で施工を行う。

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例
施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材② 仮設防護柵

規制材④ 仮設防護柵（土工事引継）
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4車線から2車線へのすり付け　L=500m

STA.729+00～734+00
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. 7
29
+ 4
0

❸土工仮設Gr存置区間

❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

STA.731+60

1250
500

3500 3500 500
1000

1000
500

3500 3500 500
1250

750
1750

7000 3000 7000 1750
750

20500

750
1750

3500 750 750
1750

3500
750

仮路面標示工

1000
500

ラバーコーン

路面標示工

STA.730+60

1250
500

3500 3500 500
1000

1000
500

3500 3500
500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750
750

20500

750
1750

3500 750
500

750
1750

3500
750

1000

仮路面標示工

ラバーコーン

STA.729+40

3500 3500 500
750

3000 7000 1250750

11250

1250
500

17501000

1250

1750

NO.729+39.9540

750

750500 3500 3500 5001250

1250 7000 1750 750

10000

750
1750

3500 750
500

750
1750

3500

仮設Gr

仮路面標示工

750
1000

ラバーコーン

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例
施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

すりつけ部終点側　施工ステップ図STEP2 すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP2○終点側(STA.729+00～)　STEP2 第2回夜間通行止(5日目)

規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材② 仮設防護柵

規制材④ 仮設防護柵（土工事引継）

【施工概要】

Ⅱ期線側

・既設の路面と計画高さに差があるため、施工した場合に現況運用に影響のある範囲(STA.731+00～STA.732+00)

の舗装を行う。

・STEP3の外々運用の幅員を確保できるように舗装を行う。

・STA.732+00～STA.734+00の区間の路面標示および注意喚起溝を消去するために舗装を行う。

・外々運用の規制材設置を行う。

　※仮設Gr存置区間(～STA.730+00)は仮設Gr設置済みのため設置作業無し。

　　その他の区間はラバーコーンを設置する。

Ⅰ期線側

・仮路面標示を消去し、シフト位置に再設置する。

・外々運用の規制材としてラバーコーンを設置する。

　※テーパー部+並行部(STA.733+20～STA.734+20)は仮設Grを設置する。

　　その他の区間はラバーコーンを設置する。
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4車線から2車線へのすり付け　L=500m
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❸土工仮設Gr存置区間

❷土工仮設Gr撤去済区間

➊中分が完成4車線化している区間

STA.731+60

1250
500

3500 3500 500
1000

1000
500

3500 3500 500
1250

750
1750

7000 3000 7000 1750
750

20500

7503500
1750

750 1000
750

3500
1750

750

下り 上り
仮設Gr

500

舗装施工時はラバーコーンに置換え

路面標示工

STA.730+60

1250
500

3500 3500 500
1000

1000
500

3500 3500
500
1250

7501750 7000 3000 7000 1750
750

20500

1000
750

3500
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7503500
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仮設Gr
上り下り

舗装施工時はラバーコーンに置換え

路面標示工

STA.729+40

3500 3500 500
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3000 7000 1250750

11250

1250
500
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1250
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NO.729+39.9540
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750500 3500 3500 5001250

1250 7000 1750 750

10000

路面標示工

3500
1750

750
500

750 3500
1750

750
750

仮設Gr
下り 上り

舗装施工時はラバーコーンに置換え

1000

切削等改良

車線運用方向

すりつけ部起点側　施工ステップ図STEP3 すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP3○終点側(STA.729+00～)　STEP3
図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

平 

面 

図

横 

断 

図

施
工
概
要
等

凡 例
施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材② 仮設防護柵

【施工概要】

・中分側の施工を行う。

Ⅱ期線側は完成4車線化に必要な施工を行い、Ⅰ期線側は既設ワイヤーロープの撤去および舗装を行う。

　※仮設Gr下面が未施工の区間については、舗装施工時に仮設Grをラバーコーンに置換え、

　　舗装完了後に仮設Grを再設置する。
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➊中分が完成4車線化している区間

STA.731+60

1250
500

3500 3500 500
1000

1000
500

3500 3500 500
1250

750
1750

7000 3000 7000 1750
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20500
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500500

3500 750750
1750

ラバーコーン移設
路面標示工

STA.730+60
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20500
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ラバーコーン移設
路面標示工
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ラバーコーン移設
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仮設Gr
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路面標示工
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施
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凡 例
施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

切削等改良

車線運用方向

すりつけ部終点側　施工ステップ図STEP4 すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP4○終点側(STA.729+00～)　STEP4 第3回夜間通行止
図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計

【施工概要】

Ⅱ期線側

・通行止め前に仮設Grをラバーコーンに置換え、通行止め時にラバーコーンを撤去して開放し、2車線運用を開

始する。

Ⅰ期線側

・通行止め前にテーパー部付近(STA.733+20～STA.734+20)を除く範囲の仮設Grをラバーコーンに置換え、通行

止め時に内運用に切り替える。テーパー部(STA.732+20～STA.734+20)は仮設Grを設置する。

・ゼブラ帯および矢印など路面標示を消去する。

・中央破線部の仮路面標示を破線に書き換える。

規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材② 仮設防護柵
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❸土工仮設Gr存置区間
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➊中分が完成4車線化している区間
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路面標示工
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仮設Gr
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3500

舗装施工時はラバーコーンに置換え
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750500 3500 3500 5001250
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500
1750500

3500

下り

路面標示工

TA修正
施工帯

3500750
1750 上り

仮設Gr

下り

3500

舗装施工時はラバーコーンに置換え

図面番号

新　潟　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社　新潟支社

計画エンジニヤリング株式会社

－

図面の種類

設計会社名

施工会社名

事務所名

縮      尺

磐 越 自 動 車 道

小 松 地 区 舗 装 詳 細 設 計
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図
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図

施
工
概
要
等

凡 例
施工箇所(本設）

施工箇所(仮設）

施工済み箇所

規制材① ラバーコーン

切削等改良

車線運用方向

すりつけ部終点側　施工ステップ図STEP5 すりつけ部起点側　施工ステップ図

STEP5○終点側(STA.729+00～)　STEP5

【施工概要】

Ⅰ期線側
・STEP4で設置したラバーコーンを順次仮設Grに置換え、施工範囲毎に仮設Grをラバーコーンに置換えて施
工を行う。

規制材③ 車両衝突緩衝材

規制材② 仮設防護柵
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